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で
は
六
八
五
〇
万
人
と
は
誰
の
こ
と
？

　

自
国
の
外
に
い
る
難
民
同
様
、
紛
争
や
迫

害
を
逃
れ
、
六
八
五
〇
万
人
の
約
六
割
に
あ

た
る
四
〇
〇
〇
万
人
が
国
内
で
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
支

援
す
る
国
内
避
難
民
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多

く
、
三
九
〇
〇
万
人
以
上
。
こ
こ
一
〇
年
以

上
、「
難
民
の
保
護
」
を
担
う
組
織
と
し
て

設
立
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
支
援
対
象
者
の

難
民
と
、
国
内
避
難
民
の
逆
転
現
象
が
続
い

て
い
る
。
本
来
自
国
が
行
う
べ
き
で
あ
る
保

護
を
受
け
ら
れ
な
い
人
々
が
こ
れ
だ
け
多
い

と
い
う
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
。
さ
ら
に

国
外
で
庇
護
を
求
め
て
難
民
認
定
の
結
果

待
ち
の
人
が
三
一
〇
万
人
以
上
。
よ
っ
て

「
六
八
五
〇
万
人
は
誰
の
こ
と
？
」
の
答
え

は
、
難
民
、
国
内
避
難
民
、
庇
護
申
請
者
、

紛
争
や
迫
害
な
ど
に
よ
っ
て
強
制
的
移
住
の

状
態
で
あ
る
人
全
て
と
な
る
。
一
日
に
換
算

す
る
と
四
万
四
五
〇
〇
人
、
二
秒
に
一
人
が

移
動
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
き
わ
め

て
大
き
な
数
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

難
民
は
ど
こ
か
ら
？

　

二
〇
一
五
年
の
欧
州
難
民
危
機
の
印
象
が

強
い
の
か
、
い
ま
だ
に
難
民
の
多
く
が
先
進

諸
国
に
押
し
寄
せ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
難
民
の
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
し
て
ア
フ
リ
カ
出
身
者
が

多
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
実
態
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
統
計
に
よ
る
と
、
難
民
の

五
大
出
身
国
は
シ
リ
ア
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

南
ス
ー
ダ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ソ
マ
リ
ア

で
、
二
〇
一
七
年
中
に
新
た
に
家
を
追
わ
れ

た
人
々
の
多
く
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
、
シ
リ
ア
の
出
身
で
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
約
一
〇
〇
万
人
に
及
ぶ
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ

と
称
す
る
人
々
は
、
ど
こ
の
国
か
ら
も
自
国

民
と
見
な
さ
れ
な
い
無
国
籍
者
で
、
昨
年
多

く
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
逃
れ
、
難
民
と
し

て
さ
ら
な
る
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。

難
民
は
ど
こ
へ
？

　

難
民
受
け
入
れ
先
ト
ッ
プ
五
ヵ
国
は
、
ト

ル
コ
、パ
キ
ス
タ
ン
、ウ
ガ
ン
ダ
、レ
バ
ノ
ン
、

マリ北部の難民と帰還者を訪問するフィリッポ・グランディ国連難民高等弁務官
（UNHCR/Jehad Nga）
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六
月
二
〇
日
は
国
連
が
制
定
し
た
「
世
界

難
民
の
日
」。
世
界
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
難

民
、
受
け
入
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
帯
を

確
認
す
る
日
で
あ
る
。
今
年
も
日
本
を
は
じ

め
世
界
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
日
に
、
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
各
国
政
府
、
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
前

年
度
末
時
点
で
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
支
援
を
必

要
と
す
る
人
々
に
関
す
る
世
界
統
計
を
「
グ

ロ
ー
バ
ル･

ト
レ
ン
ズ･

レ
ポ
ー
ト
」（
年

間
統
計
報
告
書
）
と
し
て
発
表
し
た
。
広
報

を
担
当
す
る
私
に
と
っ
て
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
、
そ
の
報
告
書
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
や
メ

デ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
よ
く
受
け
る
質
問
を
ま

と
め
、
現
在
の
難
民
問
題
を
共
有
し
た
い
。

世
界
の
難
民
は
何
人
？

　

迫
害
や
紛
争
、
一
般
化
さ
れ
た
暴
力
に

よ
っ
て
家
を
追
わ
れ
た
人
々
の
総
数
は
約

六
八
五
〇
万
人
で
、
前
年
か
ら
二
九
〇
万

人
の
増
加
、
一
〇
年
前
の
一・五
倍
で
あ
り
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
こ
の
よ
う
な
形
で
統
計
を
発

表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
最
悪
の
数
字
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
難
民
は
二
五
四
〇
万
人
と

さ
れ
る
。
こ
の
「
難
民
」
に
は
、
一
九
五
一

年
の
難
民
条
約
上
の
定
義
に
則
っ
て「
難
民
」

と
認
定
さ
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
国
際
連
合

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
）
が
担
う
五
四
〇
万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ

難
民
に
加
え
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ

Ｕ
）
条
約
や
そ
の
他
の
補
完
的
保
護
、
一
時

的
保
護
政
策
な
ど
に
則
っ
て
「
難
民
に
准
ず

る
者
」
と
い
う
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
人

も
含
ま
れ
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け
る
質
問
「
世
界
の
難

民
の
数
は
？
」
の
答
え
は
、
二
五
四
〇
万

人
、
さ
ら
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
支
援
す
る
難
民

と
な
る
と
、
一
九
九
四
万
人
で
あ
る
が
、
こ

の
数
字
は
二
〇
一
七
年
末
時
点
の
も
の
で
あ

り
、
今
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な

の
で
、
来
年
の
今
ご
ろ
は
も
っ
と
大
き
な
数

字
を
語
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

深刻化する難民問題
問われる国際社会の対応
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）
駐日事務所広報官 守屋由紀
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に
よ
り
多
く
の
時
間
が
要
さ
れ
、
こ
の
傾
向

は
続
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
昨
年
新
規
に
庇
護
を
求
め
た
申
請
者

一
七
〇
万
人
の
申
請
先
は
、
ア
メ
リ
カ
が

三
三
万
人
強
で
第
一
位
、
ド
イ
ツ
が
二
〇
万

人
近
く
、
イ
タ
リ
ア
と
ト
ル
コ
が
そ
れ
ぞ

れ
約
一
三
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
の
九・三
万
人
。

日
本
に
も
か
つ
て
な
い
、
二
万
人
近
く
が
庇

護
を
求
め
た
。

今
こ
そ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
ト
ッ
プ
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ･

グ
ラ
ン
デ
ィ
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
が
今
年

の
報
告
書
を
発
表
す
る
に
あ
た
り
、「
私
た

ち
は
ま
さ
に
今
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
き
て
い
ま
す
。
世
界
的
な
強
制
移
動

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し

い
、
さ
ら
に
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
難

民
問
題
は
受
け
入
れ
国
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ

け
が
、対
応
す
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
私
は
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
連
総
会
で
の
『
難
民

に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
』
採

択
に
向
け
て
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
政
府
も
そ
の
策

定
に
向
け
て
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

平
和
構
築
へ
の
努
力
を
続
け
な
が
ら
、
国

際
社
会
が
同
時
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、

よ
り
実
効
性
が
あ
り
、
包
括
的
な
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
国
際
的
な
難
民
支
援
の
枠
組
み
づ

く
り
で
あ
ろ
う

「
♯
難
民
と
と
も
に
」

　

難
民
問
題
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
、
世
界

規
模
で
立
ち
向
か
う
べ
き
課
題
に
な
り
、
私

た
ち
す
べ
て
が
、そ
の
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
や
り
方
で
対
応
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
。
と
か
く
国
・
政
府
の
責

務
ば
か
り
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は

よ
り
い
っ
そ
う
、個
人
、民
間
、団
体
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
、
よ
り
計
画
的
に
、
長
期

的
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
さ

れ
る
。

　

六
月
二
〇
日
「
世
界
難
民
の
日
」
に
合
わ

せ
、
こ
こ
日
本
で
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
渋
谷
駅

ハ
チ
公
前
広
場
に
難
民
支
援
の
現
場
で
利
用

す
る
最
新
の
家
族
用
テ
ン
ト
を
一
日
限
定
で

設
営
、「
知
る
、
広
め
る
、
参
加
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
難
民
問
題
に
触
れ
る
機
会
の

少
な
い
市
民
へ
、
日
本
か
ら
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
の
形
を
紹
介
し
た
。

　

若
者
は
無
関
心
層
が
多
く
、
声
を
か
け
て

も
無
視
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
た
が
、「
難
民

に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
に

個
人
レ
ベ
ル
で
も
参
加
で
き
る
署
名
活
動

「
＃
難
民
と
と
も
に
」
へ
の
呼
び
か
け
に
、

そ
の
一
日
だ
け
で
四
〇
〇
名
以
上
が
賛
同
。

一
人
ひ
と
り
が
家
を
追
わ
れ
た
人
々
に
思
い

を
は
せ
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
確
認
す
る

「
世
界
難
民
の
日
」
は
、
日
本
で
連
帯
を
強

め
る
い
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
と
実
感
し
て

い
る
。
●
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イ
ラ
ン
。
難
民
が
先
進
諸
国
に
逃
れ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
に
反
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
支
援
す

る
難
民
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
開
発
途
上
国

で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
人
口
比
率
で
最

も
難
民
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、
レ

バ
ノ
ン
で
住
民
六
人
に
一
人
だ
。

　

こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
難
民
と
し
て
認
定
さ
れ
た
時
か
ら
一
〇

年
以
上
経
過
し
た
人
は
、
自
立
し
、
難
民
と

し
て
支
援
が
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
る
と

見
な
さ
れ
、
難
民
の
数
に
含
ま
れ
な
く
な

る
。
ま
た
、
避
難
先
も
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
地

方
よ
り
も
、
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
難
民
が

五
八
％
と
多
く
、
こ
れ
も
一
般
的
な
難
民
の

イ
メ
ー
ジ
と
か
け
離
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

三
一
〇
万
人
は
ど
こ
で
庇
護
申
請
を
？

　

国
外
で
庇
護
を
求
め
、
難
民
認
定
を
待
つ

人
が
三
一
〇
万
人
も
い
る
と
さ
れ
る
。
前
年

の
二
八
〇
万
人
か
ら
九
%
の
増
加
で
、
難
民

が
増
え
る
と
同
時
に
受
け
入
れ
各
国
の
審
査

多くのロヒンギャが逃れるバングラデシュのコックスバザールでは、モンスーンによる地滑りや洪水
のリスクを避けるため、低地に新たなシェルターが建設された（UNHCR/Adam Dean）

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
モンスーン被害のリ
スクの高い、丘陵地
帯のテントから荷物
を持って移動するロ
ヒンギャ（UNHCR/
Adam Dean）


